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での ５ 事業者の名称，移動販売日，販売地区を記し，コメントを引用する １ ）。
①大阪いずみ市民生協
　いずみ市民生協は毎週火曜日に千早・小吹・小吹台地区で移動販売を行っている。「い





















































芝店の ４ 店舗がそれぞれ １ 台ずつ ２ トンの移動販売車を保有しており，食料品だけでなく
69
複数の移動販売事業者が活動する大阪府千早赤阪村の地域的特性と政策的課題（石原　肇）









ることを目的として移動販売を継続しているとのことである。表 ２ に2019年 ６ 月の移動販
表 １　大阪いずみ市民生協の移動販売の展開
開始年 自治体 運行地域 停留所数
2012年 千早赤坂村 4 9
2012年 河内長野市 22 59
2014年 太子町，河南町，和泉市，和泉佐野市，阪南市 28 71
2016年 貝塚市，泉南市，富田林市 10 20
2017年 羽曳野市，大阪狭山市，泉大津市，堺市中区 22 28
2018年 堺市南区，堺市堺区 5 7
合計 　 91 194
資料：大阪いずみ市民生協提供資料より作成
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の中央店で １ 号車が稼働した（関西スーパー，2018a）。この １ 号車は関西スーパーが直営
で移動販売を行っている。2017年 ８ 月に兵庫県神戸市須磨区の名谷店で ２ 号車が稼働す
るが， ２ 号車以降は個人事業主が移動販売を行っている（関西スーパー，2018b）。その
翌月の2017年 ９ 月に ３ 号車が大阪府守口市の西郷店で稼働する（関西スーパー，2018c）。
３ 号車以降は大阪府内で， ４ 号車は同年12月に東大阪市の瓢箪山店で（関西スーパー，








開始時期 店舗（所在地） 販売先 事業主体








































































１ ） 千早赤阪村広報誌『CHIHAYA AKASAKA　2018年12月号』における事業者の記載
順は，事業開始の早い事業者の順で，森本食料品店，大阪いずみ市民生協，大阪漁連，
とくし丸（関西スーパー），セブン−イレブンとなっている。本稿では複数の事業者が，






















































































千早赤阪村『CHIHAYA AKASAKA　2019年 ４ 月号』2019年。
豊田哲也 ・高石優衣「フードデザート問題を解決するソーシャル・イノベーションの可
能性：移動販売ビジネス「とくし丸」とその利用者特性」『日本地理学会発表要旨集』
第87号，2016年。
